Introduction à l\u27Art des Paysans, par Miyazawa Kenzi by 関戸 嘉光
長野大学紀要 第17巻第3号 64-73貢 (290-299頁)1995
宮沢賢治 ｢農民芸術概論綱要｣について
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全体像をまっす くtl見据える必要がある と思 い ま
す｡で私の答えは､賢治は皇室には敬度な尊崇の
念をもっていたし､戦争にも肯定的だった､とい
うことです｡これについてはまた別の機会でお話
しましょう｡
(せきど よしみつ 名誉教授)
(1995.9.28 受理)
註
1)『校本宮沢賢治全集』第12巻上､7-20貢 (筑摩書
房､1973-77年刊)
2)同上､第14巻､771-779頁｡
3)同上､779-782京｡
4)同上､第12巻上の月報｡
5)『内村鑑三全集』第18巻､304-315京 (岩波書店､
1981年刊)
6)谷川徹三 『宮沢賢治の世界』81貢 (1970年､法政
大学出版局刊)
7)中村 稔 『宮沢賢治』(1970年刊､筑摩叢書)
8)同上､165頁｡
9)同上､39貢｡
10)『人権と教育』20号 (1994年､社会評論社刊)
ll)前掲 『校本宮沢賢治全集』第6巻､97京 (詩ノー
ト､作品1016､1927.3.26)
12)天沢退二郎 『宮沢賢治の彼方-』(初版1968年､
増補改訂版 1977年､新増補改訂版 1987年､思潮社
刊､1993年筑摩文庫版は新増補改訂版による､引用
の貢はこの文庫本による)
3)同上､262-263貢｡
4)同上､277-278貢｡
5)同上､277京｡
6)筑摩書房版 『現代日本文学大系35､有島武郎集』
367貢 (1980年刊)
17)同上427貢､本多秋五 ｢有島武郎論｣より､手紙
の日付は大正9年6月8日｡
18)『芥川龍之介全集』第8巻､130貢(岩波書店 1955
年刊)
19)同上､第18巻､205-206貢 (昭和2年2月17日付
大熊信行宛書簡)
20)同上､208貢 (昭和2年3月6日付青野季書宛書
簡)
21)改訂版､1985年､明治書院刊｡
22)北川 透 ｢農民芸術概論をめぐって｣(『新修宮沢
賢治全集』別巻､280貫､筑摩書房刊)
23)ジョン･ポールの言葉.ボールは14世紀イギ1)ス
の聖職者､ウィクリフの宗教改革的思想を支持し､
社会的不平等に反対して闘った｡農民一挺ワット･
タイラーの乱で指導者の1人であった｡農民軍は一
時勝利したが､首領タイラーが1381年6月15日に殺
されたため瓦解した｡ジョン･ボールも7月15日に
処刑された｡
24)マルクス (とェソゲルス)によると､分業は階級
社会の成立とともに発生したのである｡従って階級
が無くなれば､即ち共産主義社会になれば分業も消
滅する｡｢共産主義社会では､各人はそれだけに固
定されたどんな活動範囲をも持たず､どこでも好き
な部門で､自分の腕を磨くことができる｡社会が生
産全般を統制しているのである｡だからこそ､私
は､したいと思うままに､今日はこれ､明日はあれ
をし､朝に狩猟を､昼に漁捗を､夕べに家畜の世話
をし､夕食後に批判評論をすることが可能になり､
しかも､決して猟師､漁夫､牧夫､評論家にならな
くてよいのである｣ (『新版ドイツ･イデオTZギ-』
花崎皐平沢､合同出版､1966年刊).それは生産力
が高度に発達した未来のことではあるが､マルクス
がこのような空想を措いたことは興味深い｡マルク
ス主義が空想社会主義を斥けて科学的社会主義にな
って以来､教条化し硬直化した､と私は思ってい
る｡
25)江渡秋嶺､本名は幸三郎､青森県上北郡五戸町の
生れ｡隣村倉石村出身の田中修君 (元北海学園大学
学長､1992.9没)の父上が姻戚関係の縁で親交が
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関戸嘉光 宮沢賢治 ｢農民芸術概論綱要｣について
あった由､また修君も中学のとき江渡家に寄宿して
そこから通学した由｡旧制二高卒､経歴の詳細を知
りたいと思っている (私は生没の年月日さえ知らな
い)｡著書に 『或る百姓の家』(1922年刊)『地滴の
姿』(刊年1942年頃か?)その他数点がある｡彼は
人間の生活を3つに分類して､-､生産労働の生
活､二､行乞の生活､三､詐取強奪の生活とした｡
26)吉田清太郎､1863年 (文久3)四国松山に生ま
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れ､1950年1月22日没｡1883年同志社に入学､翌年
受洗｡『愛の行者』として知られた｡自ら貧書生で
ありながら､同志社学生時代の山室軍平を経済的に
援助するなど貧者-の愛の実践に一生を捧げた｡猫
の死骸を神から与えられた糧と頂いて食べたという
逸話は有名である (『キリスト教人名辞典』1986年､
日本基督教団出版局刊､を参照)｡
